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平
成
二
十
四
年
度

知夫村長

矢田　辰夫

施本
日
、
第
百
四
十
八
回
三
月
定
例
村
議
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
諸
議

案
の
説
明
に
先
立
ち
ま
し
て
、
村
政
運
営
の
考
え
方
と
平
成
二
十
四
年

度
の
主
要
な
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

政
方
針

は
じ
め
に

昨
年
、
三
月
十
一
日
発
生
の
東
日

本
大
震
災
、
東
京
電
力
福
島
原
発
事

故
か
ら
、
一
年
が
経
過
い
た
し
ま
し

た
。
被
災
状
況
、
復
旧
状
況
は
テ
レ

ビ
、
新
聞
で
、
ほ
ぼ
毎
日
、
報
道
さ

れ
皆
様
も
ご
存
知
と
思
い
ま
す
が
今

尚
、
行
方
不
明
者
の
捜
査
が
続
き
、

復
旧
・
復
興
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々

の
冥
福
を
祈
り
、
一
日
も
早
い
復
旧
・

復
興
を
願
う
も
の
で
す
。

東
日
本
大
震
災
は
そ
の
悲
劇
の
中

か
ら
我
々
に
、
様
々
な
こ
と
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
人
間
は

一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
。
地
域
で

助
け
合
い
、
支
え
合
わ
な
け
れ
ば
生

き
ら
れ
な
い
」
こ
と
、「
親
・
兄
弟
・

家
族
の
大
切
さ
、
地
域
の
人
々
の
大

切
さ
。」
な
ど
で
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
昨
年
一
年
間
を
象
徴
す
る
言
葉

と
し
て
、
漢
字
一
文
字
言
葉
に
「
絆
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
現
代
社
会
が
忘

れ
か
け
て
い
た
、「
人
と
人
と
の
繋
が

り
、
結
び
つ
き
、
す
な
わ
ち
絆
が
如

何
に
大
切
で
あ
る
か
。」
と
言
う
こ
と

を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

知
夫
村
で
は
少
子
・
高
齢
化
が
進

行
し
、
高
齢
化
率
は
四
十
五
％
に
達

し
ま
し
た
。
村
内
で
完
結
で
き
な
い

事
も
沢
山
、
抱
え
て
お
り
ま
す
。
離

島
が
故
の
不
利
的
条
件
も
沢
山
、
存

在
し
ま
す
。
ま
さ
に
知
夫
村
で
は
助

け
合
い
、
支
え
合
わ
な
け
れ
ば
生
き

て
行
け
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
、
住
民
協

働
社
会
の
実
現
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
即
ち
、「
住
民
、
議
会
、
行
政
が

相
互
理
解
の
も
と
役
割
分
担
の
上
、

責
務
を
果
た
す
。」
こ
と
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。「
人
口
減
少
、
地
域
活
力

低
下
、
閉
塞
感
の
広
が
り
な
ど
、
負

の
連
鎖
を
意
識
の
上
で
断
ち
切
り
行

政
は
基
よ
り
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が

地
域
経
営
的
感
覚
と
サ
バ
イ
バ
ル
自

立
精
神
を
持
っ
て
、
自
ら
新
し
い
時

代
を
切
り
開
く
」
と
言
う
気
構
え
を

持
つ
事
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
り
ま

す
。私

に
残
さ
れ
た
任
期
は
僅
か
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
こ
で
気
合
い
を
入
れ

な
お
し
て
任
期
い
っ
ぱ
い
村
政
運
営

に
当
た
る
所
存
で
す
。
ど
う
か
、
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
の
予
算
等
に
つ
い
て

政
府
は
、
東
日
本
大
震
災
、
原
発

事
故
と
電
力
制
約
、
円
高
、
世
界
的

な
金
融
市
場
の
動
揺
と
い
っ
た
新
た

な
危
機
の
中
、
平
成
二
十
三
年
十
二

月
十
六
日
に
「
平
成
二
十
四
年
度
予

算
編
成
の
基
本
方
針
」
を
閣
議
決
定

し
、
日
本
再
生
に
向
け
て
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
、
経
済
分
野
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
開
拓
、
分
厚
い
中

間
層
の
復
活
、
農
林
漁
業
の
再
生
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
の
再
設
計

の
五
つ
の
重
点
分
野
を
中
心
に
、
日

本
再
生
に
全
力
で
取
り
組
む
。
併
せ

て
、
地
域
主
権
改
革
を
確
実
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
既
存
予
算
の
不
断

の
見
直
し
を
行
う
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
い
て
編

成
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
度
の
一
般

会
計
予
算
の
規
模
は
、
九
十
兆
三
千

三
百
三
十
九
億
円
と
前
年
度
比
二
兆

七
百
七
十
七
億
円
、
二
・
二
％
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
交
付
税
の
総

額
は
、
十
七
兆
四
千
五
百
四
十
五
億

円
と
前
年
度
比
八
百
十
一
億
円
、
〇
・

五
％
増
と
ほ
ぼ
前
年
並
み
が
確
保
さ

れ
、
今
年
度
歳
入
財
源
の
七
十
％
を

占
め
る
知
夫
村
に
と
っ
て
は
ひ
と
ま

ず
安
心
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

当
初
予
算
の
概
要
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
案
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
い
た

し
ま
す
。

予
算
総
額
は
、
一
、
一
七
六
、
二

一
七
千
円
と
し
、
平
成
二
十
三
年
度

当
初
予
算
よ
り
七
五
、
〇
四
〇
千
円
、

率
に
し
て
六
・
八
％
の
増
額
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
主
な
要
因
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
次
期
内
航
船
建
造

負
担
金
五
一
、
三
〇
〇
千
円
、
ジ
ェ
ッ

ト
フ
ォ
イ
ル
整
備
事
業
負
担
金
一

三
、
四
〇
〇
千
円
、
ハ
ー
ド
事
業
の

「
村
道
扇
畑
線
改
良
工
事
」
や
「
ふ
れ

あ
い
広
場
整
備
事
業
」
と
し
て
三
三
、

二
一
二
千
円
等
で
ご
ざ
い
ま
す
。

歳
入歳

入
に
お
き
ま
し
て
は
、
村
税
は

対
前
年
度
比
四
・
七
％
減
の
四
二
、

八
六
三
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
評
価
替
え
に
伴
う
減
及

び
た
ば
こ
税
の
減
額
を
想
定
し
て
お

り
、
引
続
き
収
納
率
一
〇
〇
％
を
目

指
し
て
村
民
へ
の
納
税
意
識
の
向
上

を
図
り
な
が
ら
収
納
に
努
力
い
た
し

ま
す
。

地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税

が
対
前
年
度
比
二
・
八
％
増
の
六
八

二
、
〇
六
三
千
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
が
、
基
準
財
政
需
要
額
に
新
た
に

地
域
経
済
・
雇
用
対
策
費
が
九
四
、

三
八
四
千
円
算
入
さ
れ
た
こ
と
が
主

な
要
因
で
す
。
特
別
交
付
税
一
二
〇
、

〇
〇
〇
千
円
及
び
臨
時
財
政
対
策
債

二
六
、
四
九
八
千
円
を
合
わ
せ
交
付

税
は
八
二
八
、
五
六
一
千
円
で
歳
入

予
算
の
七
〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

県
補
助
金
が
対
前
年
度
比
三
三
、

五
三
一
千
円
、
率
に
し
て
四
四
％
の

減
額
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
実
施
し

た
漂
着
ご
み
対
策
事
業
補
助
金
及
び

土
木
費
、
農
林
水
産
業
費
の
雇
用
対

策
事
業
県
補
助
金
の
減
額
が
主
な
要

因
で
す
。

予
算
編
成
に
よ
る
財
源
不
足
は
な

く
、
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
等

の
繰
入
金
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
知
夫

村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
基
づ

く
、
過
疎
債
ソ
フ
ト
事
業
実
施
の
た

め
の
基
金
繰
入
金
と
し
て
一
二
、
八

〇
〇
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
村
債
は
過
疎
債
の
次

期
内
航
船
建
造
負
担
金
、
ジ
ェ
ッ
ト

フ
ォ
イ
ル
整
備
事
業
負
担
金
や
辺
地

債
の
ハ
ー
ド
事
業
に
よ
る
借
入
で
対

前
年
比
一
三
一
％
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。歳

出続
い
て
、
第
五
次
総
合
振
興
計
画

の
基
本
計
画
に
基
づ
く
、
歳
出
に
お

け
る
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

一
、�

自
然
と
調
和
し
た
活
力
あ

る
産
業
づ
く
り

（
一
）
地
域
産
業
を
振
興
す
る

畜
産
業
を
振
興
す
る
た
め
に
過

去
三
ケ
年
で
三
十
頭
の
村
有
牛
を
購

入
し
、
畜
産
農
家
に
貸
し
付
け
て
い

ま
す
が
、
引
続
き
今
年
度
六
頭
購
入

し
、
優
良
な
肉
用
牛
の
確
保
と
生
産

者
の
生
産
意
欲
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
肉
用
牛
の
改
良
・
増
殖
並
び

に
後
継
者
育
成
の
た
め
雌
牛
の
貸
付

を
行
い
ま
す
。
又
、
過
疎
債
ソ
フ
ト

事
業
で
雇
用
対
策
も
含
め
た
西
牧
の

雑
潅
木
除
去
の
実
施
や
昨
年
立
ち
上

げ
た
「
産
地
収
益
力
向
上
支
援
協
議

会
」
で
販
路
拡
大
の
活
動
や
改
良
に

向
け
た
研
修
会
の
開
催
な
ど
を
実
施

し
、
畜
産
農
家
の
所
得
向
上
と
経
営

の
安
定
化
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
へ
の
牧
野
管
理
委

託
や
家
畜
市
場
輸
送
事
業
に
対
す
る

補
助
、
今
年
度
知
夫
村
で
開
催
さ
れ

る
畜
産
共
進
会
出
展
に
つ
い
て
も
引

続
き
助
成
い
た
し
ま
す
。

水
産
業
を
振
興
す
る
に
つ
い
て

は
、
水
産
資
源
の
減
少
、
魚
価
の
低

迷
、
燃
料
高
騰
な
ど
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん

�



が
、
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
事

業
に
よ
る
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業

計
画
策
定
等
を
漁
業
集
落
会
員
に
検

討
し
て
い
た
だ
き
、
水
産
業
の
振
興

を
図
る
と
と
も
に
、
い
わ
が
き
養
殖

や
ヨ
コ
ワ
漁
、
板
ワ
カ
メ
生
産
な
ど

引
き
続
き
漁
協
や
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
漁
業
生
産
額
増
の
た
め
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

観
光
を
振
興
す
る
た
め
に
、
過
疎

ソ
フ
ト
事
業
や
県
の
雇
用
創
出
事
業

補
助
金
を
活
用
し
、
村
の
魅
力
を
伝

え
る
観
光
ガ
イ
ド
を
養
成
す
る
た
め

の
事
務
賃
金
や
赤
ハ
ゲ
山
周
辺
等
の

観
光
地
道
路
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。

そ
れ
と
牛
の
海
泳
ぎ
事
業
の
委
託
と

交
流
促
進
の
た
め
活
性
化
協
議
会
に

助
成
金
を
出
し
、
野
大
根
祭
り
等
の

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
又
、

ホ
テ
ル
知
夫
の
里
に
つ
い
て
も
今
年

度
も
外
壁
の
改
修
や
ホ
ー
ル
エ
ア
コ

ン
の
取
り
替
え
を
行
う
な
ど
施
設
整

備
を
図
り
、
利
用
客
の
快
適
性
を
向

上
さ
せ
引
き
続
き
集
客
の
増
加
と
黒

字
経
営
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
九
月
に
開
か
れ
た
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
委
員
会
に
お
い
て
、
隠
岐
ジ

オ
パ
ー
ク
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
国
内

候
補
地
に
決
定
し
、
十
二
月
に
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
申
請

書
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
秋

に
は
、
そ
の
加
盟
認
定
が
待
た
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

知
夫
村
に
お
い
て
も
、
案
内
板
や

説
明
文
な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

今
後
、
隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
を

伝
え
る
た
め
に
地
域
の
ガ
イ
ド
養
成

な
ど
に
も
取
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

二
、�

安
全
安
心
で
快
適
な
生
活

環
境
づ
く
り

（
一
）
生
活
環
境
を
整
備
す
る

地
域
交
通
網
を
改
善
す
る
に
つ
い

て
は
、
海
上
交
通
の
島
前
三
町
村
間

の
通
勤
、
通
学
、
通
院
の
利
便
の
た

め
の
内
航
船
「
い
そ
か
ぜ
Ⅱ
」
の
後

継
船
を
建
造
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

来
居
港
の
改
修
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設

計
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
整
備
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
島
根
県
と
協
議
検
討
い

た
し
ま
す
。

村
内
交
通
の
委
託
バ
ス
や
診
療
所

帰
宅
便
に
つ
い
て
、
高
齢
者
や
観
光

客
、
帰
省
客
の
利
便
を
図
る
た
め
議

会
と
協
議
し
な
が
ら
方
向
性
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ホ
テ
ル
知
夫
の
里
へ
繋
が
る
村
道

扇
畑
線
拡
幅
改
良
や
橋
梁
の
松
下
橋
、

代
宮
橋
、
古
海
浜
橋
三
ケ
所
の
詳
細

調
査
設
計
委
託
や
地
区
要
望
の
あ
り

ま
し
た
村
道
の
維
持
補
修
等
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

高
速
艇
「
ち
ぶ
」
に
つ
い
て
も
運

航
委
託
の
方
向
で
実
施
し
た
い
と
考

え
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

上
下
水
道
の
機
能
を
維
持
す
る
た

め
に
、
簡
易
水
道
の
郡
浄
水
場
送
水

管
・
ポ
ン
プ
制
御
盤
更
新
工
事
を
実

施
し
、
水
道
施
設
の
効
率
的
な
維
持

管
理
に
努
め
安
定
し
た
水
道
水
の
供

給
を
行
い
ま
す
。
又
、
下
水
道
に
つ

い
て
も
中
継
ポ
ン
プ
場
通
報
装
置
の

取
り
替
え
を
実
施
し
、
施
設
整
備
機

能
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

地
域
の
防
災
機
能
を
強
化
す
る
に

つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波

被
害
等
を
教
訓
に
島
根
県
の
指
導
を

受
け
新
た
な
「
地
域
防
災
計
画
」
の

策
定
を
す
る
と
と
も
に
、
災
害
な
ど

の
危
険
個
所
や
避
難
路
、
避
難
場
所

の
周
知
を
図
る
た
め
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
の
作
成
や
災
害
時
の
備
蓄
食
料

と
し
て
、
長
期
保
存
で
き
る
乾
パ
ン

や
水
の
購
入
を
行
い
緊
急
時
に
備
え

ま
す
。

（
二
）
保
健
・
福
祉
・
医
療
を
強
化
す
る

村
民
の
健
康
福
祉
を
増
進
す
る
に

つ
い
て
は
、「
健
康
長
寿
ち
ぶ
二
十
一

推
進
計
画
」
の
十
ケ
年
計
画
策
定
の

最
終
年
度
と
な
り
ま
し
た
が
、
村
民

の
健
康
づ
く
り
推
進
と
疾
病
予
防
の

た
め
の
講
演
会
の
開
催
や
各
種
健
康

診
断
、
が
ん
検
診
等
に
つ
い
て
引
き
続

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
又
、
本
土

等
の
医
療
機
関
に
受
診
さ
れ
る
場
合

の
交
通
費
、
医
療
費
、
健
康
診
査
費

に
つ
い
て
も
、
村
民
の
経
費
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
各
種
支
援
に
関
す
る

要
網
等
に
基
づ
き
、支
援
い
た
し
ま
す
。

四
月
か
ら
新
た
に
保
健
師
一
名
を

採
用
し
、
健
康
相
談
、
育
児
相
談
な

ど
子
育
て
支
援
の
充
実
や
生
活
習
慣

病
な
ど
、
村
民
の
健
康
づ
く
り
を
推

進
い
た
し
ま
す
。

医
療
の
体
制
を
充
実
す
る
た
め
に

は
、
全
国
的
に
医
師
、
看
護
師
な
ど

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
不
足
が
叫
ば
れ
る

中
、
離
島
の
人
口
六
〇
〇
人
余
り
の

我
が
知
夫
村
に
お
い
て
も
診
療
所
運

営
に
お
け
る
ス
タ
ッ
フ
確
保
に
苦
慮

し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
り
ま
す
。
医

師
は
県
の
地
域
医
療
支
援
制
度
に
よ

り
守
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
看
護
師
確

保
に
一
昨
年
か
ら
苦
慮
し
て
い
ま
す

が
、
三
百
六
十
五
日
無
休
で
毎
日
の

急
患
対
応
、
薬
の
調
剤
、
外
来
診
療

業
務
等
を
二
名
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、

土
日
の
急
患
待
機
業
務
な
ど
の
煩
雑

さ
を
軽
減
す
る
た
め
に
受
付
を
含
め

た
看
護
師
三
名
体
制
を
目
指
し
て
確

保
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

歯
科
診
療
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、

鳥
取
大
学
医
学
部
歯
科
口
腔
外
科
に

引
き
続
き
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

三
、�

豊
か
な
心
と
人
間
性
を
育

む
人
づ
く
り

子
ど
も
の
教
育
環
境
を
充
実
す
る

に
つ
い
て
は
、
現
在
総
合
的
な
学
習
、

ふ
る
さ
と
教
育
を
中
心
と
し
体
験
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す

る
気
持
ち
を
育
て
る
と
と
も
に
、
地

域
の
担
い
手
と
な
る
人
づ
く
り
を
め

ざ
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
あ
ざ
み
掘
り
、

漁
師
体
験
、
畜
産
体
験
等
様
々
な
事

業
を
体
験
さ
せ
、
そ
の
な
か
で
自
ら

が
学
び
と
っ
て
行
け
る
よ
う
工
夫
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。
又
、
学
力
向
上

の
た
め
に
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
小

学
校
は
ソ
ロ
バ
ン
、
中
学
校
は
漢
字
、

英
語
等
マ
ス
タ
ー
す
べ
き
検
定
の
実

施
と
複
式
学
級
の
不
利
を
補
う
た
め

算
数
、
理
科
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

年
度
か
ら
臨
時
教
員
を
新
た
に
配
置

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す

る
は
、生
涯
学
習
教
育
の
一
環
と
し
て
、

家
庭
教
育
、
人
権
同
和
教
育
、
道
徳

的
な
教
育
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
講

演
会
の
開
催
、
地
域
住
民
の
ふ
れ
あ

う
場
所
と
し
て
の
映
画
鑑
賞
や
、
も

の
づ
く
り
教
室
、
各
地
区
に
設
置
さ

れ
た
地
域
図
書
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
健
康
増
進
、
相
互
間
の
親
睦

の
た
め
の
、
体
育
祭
、
ス
ポ
ー
ツ
講

演
会
等
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

伝
統
文
化
を
保
存
継
承
す
る
は
、

年
々
廃
れ
て
行
く
村
の
歴
史
、
郷
土

芸
能
を
後
世
ま
で
残
す
べ
く
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
作
成
や
中
学
生
を
対
象
と
し
た
民

謡
教
室
の
実
施
、
一
宮
神
社
大
祭
り

の
子
ど
も
歌
舞
伎
の
白
波
五
人
男
を

継
承
す
べ
く
衣
装
の
作
り
直
し
を
行

い
、
今
後
も
後
継
者
育
成
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他

今
後
の
財
政
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
も
交
付
税
は
見
通
し
が
明
る

い
よ
う
で
す
が
、
平
成
二
十
五
年
度

以
降
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ

る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
国
の

地
方
財
政
計
画
を
注
視
し
な
が
ら
村

の
「
中
期
財
政
計
画
」
の
数
値
見
直

し
を
行
い
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み

な
が
ら
健
全
財
政
化
に
務
め
る
と
と

も
に
、
現
行
制
度
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の

転
入
者
に
対
す
る
住
宅
改
修
支
援
事

業
や
産
業
振
興
を
図
る
た
め
の
生
活

支
援
事
業
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
実

施
い
た
し
ま
す
。

以
上
、
平
成
二
十
四
年
度
の
村
政

運
営
に
関
す
る
所
信
及
び
主
要
な
施

策
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
第
五
次
知
夫
村
総

合
振
興
計
画
の
新
た
な
メ
イ
ン
テ
ー

マ
で
あ
る
「
活
力
あ
る
住
み
よ
い
島
・

知
夫
村
」
の
実
現
に
む
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
の
皆
様
、
ま
た
村
民
の
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
村
政
発
展
の

た
め
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
初
予
算
の
詳
細
や
提
出
議
案
に

つ
き
ま
し
て
は
、
担
当
課
長
に
説
明
さ

せ
ま
す
の
で
、
慎
重
に
ご
審
議
い
た
だ

き
、
適
切
な
ご
決
定
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
平
成
二
十

四
年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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特 別 会 計
国民健康保険特別会計
診 療 所 事 業 特 別 会 計
歯 科 診 療 所 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
簡 易 水 道 特 別 会 計
下 水 道 特 別 会 計

計

121,438
91,766
21,685
18,947
63,819
76,150
393,805

千円

歳出

依存財

源

歳入

自主財源

【目的別の歳出内訳】

議会費
33,074千円（2.81％）

衛生費
51,512千円（4.38％）

労働費
6千円（0.00％）

農林水産業費
51,781千円（4.40％）

商工費
35,119千円（2.99％）

消防費
42,058千円
（3.58％）

教育費
79,998千円
（6.80％）

公債費
213,603千円
（18.16％）

公債費
213,603千円
（18.16％）

諸支出費
134,166千円
（11.41％）

諸支出費
134,166千円
（11.41％）

予備費
3,849千円（0.33％）

災害復旧費
11千円
（0.00％）

土木費
50,058千円
（4.26％）

総務費
314,163千円
（26.71％）

民生費
166,819千円
（14.18％）

村税
42,863千円（3.64％）

地方交付税
802,063千円
（68.19％）

その他
73,012千円
（6.21％）

その他
73,012千円
（6.21％）

その他
17,946千円（1.53％）

県支出金
42,728千円
（3.63％）

国庫支出金
28,507千円
（2.42％）

村債
169,098千円（14.38％）

自主財源
わずか

9.85％

「依存財源その他」の内訳
地方譲与税 10,401
利子割交付金 180
配当割交付金 50
株式譲渡所得割交付金 15
地方消費税交付金 5,000
自動車取得税交付金 1,500
地方特例交付金 800

（千円）

「自主財源その他」の内訳
分担金及び負担金 14,221
使用料及び負担金 17,356
財産収入 519
寄付金 550
繰入金 12,800
繰越金 10,000
諸収入 17,566

（千円）

11億7622万円
平成24年度一般会計当初予算

昨年度より7,504万円の増

●村民1人当たりの歳出予算額

　195万4千円
●村民1人当たりの借金の返済額

　355,000円 4月1日現在
人口 602人

主
な
事
業

千円

●ふれあい広場整備 23,067
●扇畑線拡幅改良事業 10,145
●離島漁業再生支援事業 9,248
●学校体育館修繕事業 5,792

総務費
一般・人事・財産管理・消防・企画・徴税・広報・
選挙・統計・開発センター等

民生費
社会福祉・高齢者祉・国民年金・児童福祉・保育所・戸籍・乳幼児医療など

衛生費
衛生総務・生活習慣病対策・母子保健・環境衛生・ゴミ処理・し尿処理など

農業委員会・畜産・農業振興・林業・水産振興など

商工費
商工振興・観光・公園・定住対策・地域おこし・事業創出など

議会費
議員・事務局職員人件費、議員共済費など

土木費
土木・道路新設改良・維持・河川管理・港湾管理・住宅など

消防費
非常備消防・水防・消防施設維持など

教育費
教育委員会・学校管理・教員住宅・社会教育・文化財保護・公民館など

公債費
村債（借金）の元金・利子の返済・一時借入金利子など

雇用対策・中小企業・道路、河川の災害復旧・基金への積み立て・
不測の支出に備えての費用など

農林水産業費

労働費、災害復旧費、諸支出金、予備費

314,163 千円

166,819 千円

51,512 千円

35,119 千円33,074 千円

50,058 千円

42,058 千円

79,998 千円

213,603 千円

138,032 千円

51,781 千円

一
、
平
成
二
十
四
年
度
各
種
会

計
予
算
総
額
は
、
ジ
ェ
ッ
ト

フ
ォ
イ
ル
整
備
負
担
金
、
次

期
内
航
船
建
造
事
業
負
担

金
等
に
よ
り
昨
年
度
よ
り
、

七
六
、
七
三
六
千
円
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
が
、
村
長
、

職
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
経

費
節
減
等
、
財
政
運
営
の
効

率
化
に
努
め
、
六
年
連
続
で

基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
な
く

予
算
編
成
が
で
き
た
努
力
に

対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
。

二
、
上
記
各
種
会
計
予
算
の
適

切
な
執
行
に
よ
り
、
村
の
指

標
で
あ
る
「
活
力
の
あ
る
住

み
よ
い
島
・
知
夫
村
」
へ
の

前
進
が
実
感
出
来
る
よ
う
、

村
長
及
び
職
員
の
ご
努
力
を

期
待
し
ま
す
。

予
算
審
査
報
告予

算
審
査

特
別
委
員
長

高
田　

武

�



知夫村行政機構図
村　長　 矢田　辰夫　　副村長　 渡部　信行　　教育長　 隠木　哲朗

（平成24年 4 月 1 日）

所属分担 係　　 名 職　　名 氏　　名 主な事務分掌

総　務　課

課　　 長 田 上 　 俊 課統括事務

庶　務　係
係　　 長 高 田 英 治 庶務一般、給与、共済、監査
主　　 事 徳 田 久 志 消防、統計、交通安全、情報

税務財政係
課 長 補 佐 安 藤 晋 治 固定資産税、税務財政
課 長 補 佐 川 本 博 樹 村民税、税務財政

村民福祉課

課　　 長 小 浜 清 人 課統括事務、福祉事務所長兼務

福　祉　係
係　　 長 崎 　 博 一 福祉事務所関係事務、介護
主　　 事 村 尾 真 和 福祉事務所関係事務、年金、後期高齢者医療

保健衛生係
課 長 補 佐 山　本　久美子 保健師業務
主 任 主 事 崎 　 慎 吾 国保、診療所事務、衛生一般
保 健 師 橘 　 知 佳 保健師業務

戸籍住民係 主 任 番 谷 美 穂 戸籍関係事務、旅券事務、保育所

建　設　課
課　　 長 福 山 孝 行 課統括事務

管　理　係 係　　 長 古 谷 光 教 下水道、環境、廃棄物、建設一般
建 設 係 主 任 主 事 西 谷 太 介 下水道、環境、廃棄物、簡易水道

地域振興課

課　　 長 平 木 伴 佳 課統括事務、農委事務局長兼務
獣 医 師 野 田 浩 正 獣医師業務、農業共済

農林水産係
係　　 長 奥 本 重 勝 農林、水産、第3セクター
主　　 事 福 山 直 人 農林、水産

定住交流室
係　　 長 渡 辺 智 彦 定住、交流、観光

内科診療所

所　　 長 山 本 長 晴 診療所統括（ 7 月 1 日より）
主　　 事 徳 若 朋 子 診療業務
看 護 師 永 谷 マ リ 看護業務
臨 時 職 員 西 田 弘 子 看護業務

歯科診療所
所　　 長 永 見 琢 真 歯科診療所統括
臨 時 職 員 松 下 絹 衣 歯科助手
臨 時 職 員 山　根　いづみ 歯科助手

保　育　所

所　　 長 小 浜 清 人 兼務
保 育 士 田　中　シマ代 保育士業務
保 育 士 宮 本 厚 子 保育士業務
保 育 士 隠 木 千 秋 保育士業務
保 育 士 西 村 清 芳 保育士業務

教育委員会

教 育 次 長 村 尾 達 子 委員会統括事務、給食センター所長兼務
主　　 事 浜 本 洋 平 生涯学習、学校教育、開発センター
社 教 主 事 藤 住 　 亨 島根県より派遣
指 導 主 事 手 銭 俊 夫 島根県より派遣

議会事務局 事 務 局 長 崎 　 秀 政 選挙管理委員会事務局兼務、広報
観光案内所 事 務 局 長 山 本 英 樹 観光案内所統括
出　納　室 会計管理者 影 原 知 明 出納事務

郡地区の道路が
新しく出来ました。
県道知夫島線の交差点改良工事に伴
い、仮設道路として利用されていた道路
が 6月議会で村道郡浜線として認定され
ました。来居地区から海岸への通行が便
利になりました。
地権者をはじめ工事関係者の方々に感
謝いたします。 ▲来居方面より▲海岸方面より
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知
夫
村
議
会
は
、
活
力
あ

る
村
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

毎
月
、
全
員
協
議
会
等
を

開
催
し
て
、
村
の
活
性
化

対
策
に
つ
い
て
、
協
議
、
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
村
内

に
八
名
の
議
員
が
お
り
ま

す
の
で
忌
憚
の
な
い
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

村
づ
く
り
に
活
か
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 向

濱
副
議
長

井
尻
議
長

皆様の声をお聞かせください

議会活動の活性化を目指して

活
動
報
告
知
夫
村
議
会
は
、
島
根
県
町
村
議
会
で
、
唯
一
の
村
議
会
で

あ
り
地
方
分
権
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
議
会
の
あ
り
方
と
し

て
、
議
会
自
ら
の
住
民
と
の
協
働
活
動
を
と
お
し
て
の
各
種
施
策
の
企
画
、
立
案
に
参
加
し

て
、
真
の
住
民
の
負
託
に
答
え
る
議
会
の
あ
り
方
と
活
性
化
を
目
指
し
て
活
動
の
中
、
平
成

二
十
三
年
十
二
月
か
ら
平
成
二
十
四
年
七
月
ま
で
取
り
組
ん
だ
議
会
活
動
及
び
審
議
結
果

を
報
告
し
ま
す
。

十
二
月
定
例
議
会
概
要

第
一
四
七
回
平
成
二
十
三
年
十
二
月
定

例
会
は
十
二
月
十
五
日
一
日
限
り
の
会
期

で
行
わ
れ
、
条
例
の
一
部
改
正
一
件
、
規

約
の
一
部
変
更
一
件
、
補
正
予
算
五
件
が

上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
通

り
可
決
し
一
日
間
の
会
期
を
閉
会
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、

高
田
議
員
が
、

一
、�

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
す
る
防
災

対
策
に
つ
い
て

二
、�

公
共
放
牧
場
の
整
備
耕
作
に
ト
ラ
ク

タ
ー
の
導
入

三
、�

活
性
化
協
議
会
の
婚
活
活
動
に
つ
い
て

　

質
問
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
村
長
の
所
信
を
問
い
ま
し

た
。

三
月
定
例
議
会
概
要

第
一
四
八
回
平
成
二
十
四
年
三
月
定
例

会
は
三
月
十
二
日
か
ら
十
五
日
ま
で
四
日

間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
人
事
案
件
二
件
、

条
例
の
一
部
改
正
十
件
、条
例
制
定
一
件
、

議
決
案
件
一
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
一

件
、
補
正
予
算
七
件
、
当
初
予
算
七
件
が

上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
通

り
可
決
承
認
、
同
意
し
四
日
間
の
会
期
を

閉
会
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
向
濱
議
員
が
、

一
、�

知
夫
村
の
将
来
展
望
と
そ
の
施
策
に

つ
い
て
、

堂
下
議
員
が
、

一
、�

東
牧
の
牧
柵
に
つ
い
て

二
、�

タ
ヌ
キ
道
場
に
つ
い
て

高
田
議
員
が
、

一
、�

矢
田
村
長
の
任
期
満
了
に
よ
る
再
選

立
候
補
の
所
信
に
つ
い
て

二
、�

特
別
職
及
び
議
会
議
員
の
報
酬
改
定

に
つ
い
て

　

質
問
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
村
長
の
所
信
を
問
い
ま
し

た
。六

月
定
例
議
会
概
要

第
一
四
九
回
平
成
二
十
四
年
六
月
定
例

会
は
六
月
二
十
八
日
一
日
限
り
の
会
期
で

行
わ
れ
、
条
例
制
定
一
件
、
条
例
の
一
部
改

正
四
件
、
規
約
の
一
部
変
更
一
件
、
村
道
の

認
定
一
件
、
村
道
の
変
更
一
件
、
専
決
処
分

五
件
、
報
告
一
件
、
補
正
予
算
四
件
が
上
程

さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決

承
認
し
一
日
間
の
会
期
を
閉
会
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
向
濱
議
員
が
、

一
、
一�

宮
神
社
境
内
空
地
に
公
衆
ト
イ
レ
の

新
設
設
置
に
つ
い
て

高
田
議
員
が
、

一
、�

任
期
満
了
の
迫
っ
た
矢
田
村
長
の
再
選

立
候
補
の
所
信
に
つ
い
て

二
、
定
住
推
進
に
つ
い
て

　

質
問
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
村
長
の
所
信
を
問
い
ま
し

た
。

井尻議長（左）、向濱副議長（右）

�



生
徒
の
感
想

知
夫
中
学
校

「
命
ど
宝
」

平
和
学
習
、
自
然
や
歴
史
文
化
の

学
習
、
社
会
的
マ
ナ
ー
の
実
践
、
思

い
出
づ
く
り
の
四
つ
を
め
あ
て
に
実

施
し
ま
し
た
。
見
学
地
は
、
ア
ブ
チ

ラ
ガ
マ
、
ガ
ラ
ス
工
場
、
ひ
め
ゆ
り

の
塔
、
平
和
の
礎
、
国
際
通
り
、
語

り
部
に
よ
る
学
習
、
首
里
城
、
佐
喜

間
美
術
館
（
普
天
間
基
地
）、
黒
糖
工

場
、
琉
球
村
、
万
座
毛
、
美
ら
海
水

族
館
で
し
た
が
、
天
候
に
恵
ま
れ
た

こ
と
、
生
徒
た
ち
が
時
間
を
し
っ
か

り
と
守
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
全
て
の

日
程
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
回
の
修
学
旅
行
で
よ
か
っ
た
こ

と
は
、
平
和
学
習
で
の
生
徒
の
真
剣

さ
で
す
。
二
日
目
は
、
ま
ず
約
四
十

分
、
暗
い
ガ
マ
の
中
で
説
明
を
聞
き

な
が
ら
、
当
時
の
様
子
を
想
像
し
ま

し
た
。
制
服
に
着
替
え
、
ひ
め
ゆ
り

の
塔
や
平
和
の
礎
に
参
拝
し
ま
し

た
。
夜
は
語
り
部
の
話
に
耳
を
傾
け
、

す
べ
て
の
生
徒
が
始
め
と
終
わ
り
に
自

分
の
思
い
を
発
表
し
ま
し
た
。

三
日
目
は
、
佐
喜
間
美
術
館
の
館
長

さ
ん
の
話
に
耳
を
傾
け
、
戦
争
が
終
わ
っ

て
も
米
軍
基
地
に
よ
っ
て
犠
牲
を
強
い

ら
れ
て
い
る
現
状
を
学
び
ま
し
た
。
ま

た
、
予
定
に
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

琉
球
舞
踊
を
教

え
て
く
だ
さ
っ

た
「
お
ば
あ
」
の

戦
争
体
験
も
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。全

員
が
し
っ
か

り
メ
モ
を
と
っ
て

い
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
し
、
学
習

後
に
「
自
分
に
お

礼
の
あ
い
さ
つ
を

辰
巳
会

「
還
暦
修
学
旅
行
」

辰
・
巳
（
昭
和
二
十
七
・
二
十
八
）

年
生
ま
れ
の
我
々
同
級
生
は
、
同
窓

会
を
兼
ね
て
京
都
へ
還
暦
修
学
旅
行

へ
出
か
け
ま
し
た
。

関
西
地
区
を
中
心
に
、
東
は
神
奈

川
県
、
西
は
山
口
県
、
南
は
香
川
県
、

北
は
知
夫
か
ら
と
、
遠
方
組
も
含
め

て
男
性
十
一
人
・
女
性
十
人
、
合
計

二
十
一
人
の
参
加
で
し
た
。

◆
一
日
目　

中
学
二
年
の
四
月
以

来
、
昔
巡
っ
た
京
都
の
観
光
名
所
を

四
十
数
年
振
り
に
み
ん
な
で
再
訪
問

し
ま
し
た
。
①
西
本
願
寺
②
二
条
城

③
金
閣
寺
④
清
水
寺

小
雨
模
様
で
し
た

が
、
世
界
文
化
遺

産
の
神
社
仏
閣
が

木
々
の
緑
に
し
っ

と
り
と
映
え
爽さ
わ

や
か
で
清す
が

々す
が

し

い
見
学
と
な

り
、
心
を
洗
わ

れ
ま
し
た
。

宿
舎
で
の
大

宴
会
後
、
ホ
テ

ル
の
ラ
ウ
ン
ジ

を
貸
切
っ
て
の

「
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」

で
は
、
歌
と
踊
り
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
店
の
マ
ス
タ
ー
た
ち
も
あ
き

れ
顔
で
し
た
。

◆
二
日
目　

①
平
安
神
宮
②
銀
閣
寺

を
散
策
し
た
後
、
京
都
駅
で
解
散
し

ま
し
た
が
、
名
残
り
が
つ
き
ず
、
食

事
を
し
な
が
ら
二
〜
三
時
間
も
話
に

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

四
十
五
年
間
の
時
空
を
超
え
、
故

郷
「
知
夫
」
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

人
生
の
大
き
な
節
目
で
あ
る
「
還
暦

祝
い
」
を
修
学
旅
行
と
い
う
形
で
実

現
で
き
ま
し
た
こ
と
、
幹
事
と
し
て

本
当
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

幹
事

兵
庫
県
高
砂
市
立

竜た
つ

山や
ま

中
学
校　

校
長

木
下　
　

孝

三
年　

宮
岡　

将
司

僕
は
修
学
旅

行
で
沖
縄
に
行

き
、
た
く
さ
ん

の
思
い
出
を
作

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

僕
た
ち
は
二

日
目
に
ア
ブ
チ

ラ
ガ
マ
に
行
き

ま
し
た
。
僕
は

こ
れ
ま
で
戦
争

に
つ
い
て
は
体

験
し
た
人
の
話
や
、
そ
の
時
の
映
像
で
し
か
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
が
、
実
際
に
戦
闘
が
行
わ

れ
た
場
所
に
行
き
戦
争
の
本
当
の
恐
ろ
し
さ
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
暗
く
て
水
の
落
ち
る
音

し
か
聞
こ
え
な
い
洞
窟
で
三
カ
月
も
暮
ら
し
て
い

く
の
は
相
当
辛
い
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
に
真
上
に
は
米
軍
が
い
て
い
つ
殺
さ
れ
る
か
わ

か
ら
な
い
状
況
で
す
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
中
で
も

数
名
生
き
残
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
ア

ブ
チ
ラ
ガ
マ
に
い
き
、
戦
争
は
二
度
と
し
て
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

知夫中学校・辰巳会

知夫中学校は、6月25日から29
日まで4泊5日で沖縄へ、辰巳会は、
6月9・10日の2日間京都へ修学旅行
を行いました。

修学旅行

さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
て

く
る
生
徒
も
で
る
ほ
ど
で
し
た
。
沖

縄
の
人
々
が
よ
く
い
う
「
命
ど
宝
」

に
こ
め
ら
れ
た
思
い
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

社
会
的
な
マ
ナ
ー
も
し
っ
か
り
実

践
で
き
、
一
人
も
事
故
や
病
気
な
く
、

無
事
に
修
学
旅
行
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

二
年　

川
本　

和
伽

私
の
修
学
旅
行
の
思
い
出
は
、
首
里
城
に

行
っ
た
こ
と
で
す
。
沖
縄
を
代
表
す
る
文
化

財
の
一
つ
で
と
て
も
き
れ
い
で
壮
大
で
し

た
。
中
も
当
時
を
復
元
し
て
い
て
そ
の
時
の

文
化
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当

時
の
役
人
や
女
官
の
格
好
も
見
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
敷
地
は
と
て
も
広
く

ま
だ
入
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
い
つ
か

ま
た
入
れ
る
と
き
に
首
里
城
に
行
っ
て
、
今

度
は
じ
っ
く
り
み
た
い
で
す
。

糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
も
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
中
は
真
っ
暗
で
足
場
も
悪
く
涼
し
か
っ

た
で
す
。
ガ
イ
ド
さ
ん
が
「
沖
縄
戦
の
時
多

く
の
人
が
こ
こ
で
三
カ
月
も
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
。」
と
言
っ
て
い
て
と
て
も
驚
き
ま
し

た
。
当
時
は
洞
窟
の
ほ
う
が
安
全
と
聞
い
て

私
は
こ
ん
な
暗
い
中
で
三
カ
月
も
暮
ら
す
な

ん
て
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ガ
イ
ド

さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、
改
め
て

戦
争
の
怖
さ
を
知
り
ま
し
た
。
二
度
と
戦
争

は
あ
っ
て
は
い
け
な
い
も
の
で
す
。
修
学
旅

行
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

�



■�

学
校
で
の
取
り
組
み

知
夫
村
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
が
「
生

き
る
力
」
を
身
に
つ
け
、
た
く
ま
し
さ
や
自
信
を

持
っ
て
欲
し
い
と
願
い
、
今
年
度
か
ら
「
基
礎
学

力
の
向
上
」
を
め
ざ
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

知
夫
小
で
は
、「
そ

ろ
ば
ん
学
習
」、
知
夫

中
で
は
「
漢
字
・
計
算

ド
リ
ル
反
復
練
習
」
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
継
続
し
て
取
り
組

む
こ
と
に
よ
っ
て
、「
基

礎
学
力
の
向
上
」
の
他
、

集
中
力
や
忍
耐
力
な
ど

も
身
に
つ
い
て
い
く
と

考
え
て
い
ま
す
。

■�

公
民
館
の
取
り
組
み

知
夫
村
公
民
館
で
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
さ
ま

ざ
ま
な
学
習
や
交
流
の
機
会
を
提
供
し
よ
う
と
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
知
夫
夕
凪
コ
ン
サ
ー
ト

五
月
十
九
日
（
土
）
に

は
、
尺
八
や
箏
な
ど
和
楽

器
に
よ
る
音
楽
鑑
賞
会
を

開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。
尺
八
都

山
流
を
学
ば
れ
て
い
る
郡

地
区
の
並
河
星
山
（
孝
成
）

さ
ん
他
約
二
十
名
が
ス

テ
ー
ジ
に
立
ち
、
都
山
流

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
や
箏
の

代
表
曲
「
春
の
海
」
な
ど

の
演
奏
に
、
観
客
約
七
十

名
が
聴
き
入
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
だ
よ
り

新1年生紹介新1年生紹介

知夫

小・中学校へ
よ祝祝

入学入学 う
こ
そ

小新大地さん
①ラーメン
②立ち乗りブランコ
③�音楽・国語・体育・
算数
④整体師

下廣夏南斗さん
①カレーライス
②サッカー
③体育・音楽
④野球選手

山本想良さん
①かにグラタン
②サッカー
③全部
④野球選手

高田　藍さん
①かにグラタン
②ブランコ
③算数
④AKB48

奥本菜瑠海さん
①ラーメン
②ブランコ
③算数・国語
④AKB48

高田　翼くん
僕は中学生になっ
て頑張りたいこと
が二つもあります。
一つ目は色々な行
事です。これから、
中学生の勉強が始

まりだんだんと難しくなってきます。
テストなどもあり、たくさん勉強しな
いといけません。でも、頑張ってやり
たいと思います。二つ目は部活動です。
まだ、そんなに上手くありませんが、
先輩方をよく見て頑張っていき、いい
球が打てるようにしたいです。

徳若亜未さん
私は中学生になっ
て、部活や勉強を
頑張りたいです。
部活では、まだ上
手くできない事が
たくさんあるけど、

一生懸命頑張って、2、3年生に迷惑の
かからないようにしたいです。勉強で
は小学校とは違う所がたくさんあって、
量も増えると思うけど、自学などを頑
張って、苦手な事を減らせるようにし
たいです。

濱　拓人くん
僕は中学生になっ
てしまいました。
入学式当日、2階の
5・6年教室に行き
かけました。中学
生になり、部活の

毎日です。帰るとすぐ風呂に入り寝た
くなります。（これ普通…）けど、勉強
も頑張りたいです。これからテストや
行事、たくさんの事があります。何事
にも諦めず、やりとげられる人間にな
ります。

野田穂佳さん
①カップラーメン
②ブランコ
③音楽
④AKB48

小学1年生へ
インタビュー①好きな食べ物

②楽しい遊び
③好きな勉強
④大きくなったら何になる？

中学1年生には決意を発表してもらいました。

�



あ
ま
り
聴
く
こ
と
が
で
き
な
い
和
楽
器
の
生
演
奏

は
と
て
も
印
象
深
い
も
の
で
し
た
。

○�

第
一
回

　

知
夫
里
島
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

五
月
二
十
七
日
（
日
）
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
機
会
や
村
民
ど
う
し
の
交
流
の
場
を
提
供
し

よ
う
と
、
公
民
館
と
老
人
ク
ラ
ブ
が
共
催
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
は
じ
め

に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

協
会
の
方
か
ら
技
術
指

導
を
し
て
い
た
だ
き
、

八
ホ
ー
ル
の
ラ
ウ
ン
ド

を
行
い
ま
し
た
。
海
の

見
え
る
す
ば
ら
し
い
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
ふ

れ
あ
い
広
場
の
コ
ー
ス

で
、
参
加
し
た
村
民

二
十
五
名
は
和
気
あ
い

あ
い
と
交
流
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

■�

隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
で
の
取
り
組
み

知
夫
村
教
育
委
員
会
で
は
、
隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク

世
界
認
定
に
向
け
て
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
オ

キ
タ
ン
ポ
ポ
の
調
査
会
に
は
小
学
生
や
保
護
者
な

ど
十
五
人
が
参
加
し
、
オ
キ
タ
ン
ポ
ポ
の
分
布
や

化
石
を
調
べ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
一
般
村
民
や
役
場
職
員
を
対
象
と
し

た
学
習
会
に
は
三
十
五
人
が
参
加
し
、
隠
岐
の
貴

重
な
動
植
物
や
地
質
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
ま
し

た
。
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
隠
岐
や

知
夫
を
新
し
い
角
度
で
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し

い
発
見
や
大
切
な
資

源
等
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

も
っ
と
多
く
の
方
に

知
夫
村
の
事
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
隠
岐
ジ

オ
パ
ー
ク
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

知夫小学校・中学校 新任教職員のごあいさつ
4月より新しく赴任された
教職員の方々です。

小学校／教頭

谷田　真也
今回の赴任で、隠岐の全て
の島に一度ずつ赴任するこ
とができました。
先日、20数年ぶりに赤はげ
山に登り、360度のパノラ
マ風景に感動しきりでした。

小学校／ 1年担任

飯古久美子
子ども達の純真さや、地域
の皆様の情の温さ、自然の
豊かさに魅了されています。
元気に頑張ります。どうぞよ
ろしくお願いします。

中学校／教諭

福山　弘子
福井小学校から参りました。
縁あって、3 回目の知夫勤
務となりました。慣れ親しん
だ校舎、懐かしく美しい景
色、素直な子どもたち、温か
な地域の方々の中で、学校生
活を送ることができることを
とてもうれしく思います。ど
うぞよろしくお願いします。

中学校／教諭

河内　智成
知夫の風景や校舎、櫻などと
てもいいなあと思い、日々過
ごさせていただいています。
この恵まれた環境の中で育
つ、知夫の生徒たちと共に成
長していきたいと思います。
よろしくお願いします。

中学校／教頭

森脇　利明
知夫には初めてきましたが、毎
日、桜などの草木の変化、鶯の
大きな鳴き声に接するたびに、
のどかでいいなあと思ってい
ます。学校では、素直な生徒達
が笑顔で話しかけたりしてく
れるので、やる気がどんどん高
まって声も大きくなってきまし
た。よろしくお願いします。

中学校／教諭

能
のう み

海　観
あきみ

水
知夫に住んで 5 年になります
が、毎日居心地良く過ごさせ
ていただいていることを本当
にうれしく思っています。ま
だ赴任して間もないですが、
子どもたちとふれあう中で
日々温かい雰囲気を感じてい
ます。よろしくお願いします。

中学校／教諭

須山　未紀
西ノ島中学校から赴任して
まいりました。知夫での勤務
は初めてですが、知夫の子ど
もたちと一緒に頑張ってい
きたいと思います。どうぞよ
ろしくお願いします。

中学校／教諭

古木　秀典
この度の異動で、五箇中学
校からきました。1年ぶりに
知夫に来て、生徒たちがとて
もたくましく成長している姿
にびっくりしています。私も、
生徒たちに負けないよう頑
張っていきますのでよろしく
お願いします。

�



十
二
月
十
四
日
、
島
根
県
庁
知
事
室
に
お

い
て
、
平
成
二
十
三
年
度
「
島
根
あ
い
て
ぃ

達
者
」
の
知
事
表
彰
を
仁
夫
地
区
の
井
田

眞
理
子
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

島
根
県
で
は
、
高
齢
者
の
方
々
を
は
じ
め

と
す
る
県
民
の
皆
さ
ん
の
Ｉ
Ｔ
活
用
に
向

け
た
意
欲
を
喚
起
す
る
た
め
、
平
成
十
四

年
度
か
ら
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
熱
心
に
取
り
組

む
高
齢
者
の
方
を
「
島
根
あ
い
て
ぃ
達
者
」

と
し
て
顕
彰
し
て
い
ま
す
。本
年
度
に
お
い

て
も
個
人
七
件
と
団
体
三
件
の
応
募
が
あ

り
、
選
考
委
員
会
に
お
い
て
地
域
の
Ｉ
Ｔ

化
へ
の
貢
献
や
Ｉ
Ｔ
の
活
用
状
況
等
の
観

点
か
ら
審
査
・
選
考
し
、
四
名
と
一
団
体
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。井
田
さ
ん
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
な
ど
で
地
元
の
風
景
や

伝
統
芸
能
な
ど
を
情
報
発
信
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。あ

ら
た
め
て
敬
意
を

表
し
ま
す
。

今
後
と
も
知
夫

村
の
情
報
発
信
に

ご
協
力
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

井
田
眞
理
子
さ
ん
知
事
表
彰
受
賞�

～
島
根
あ
い
て
ぃ
達
者
～

去
る
六
月
二
十
六
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
笑
庵
の
一
周
年
記
念
大
会
が

七
十
名
の
村
民
の
皆
様
の
参
加
を
得
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

笑
庵
に
通
所
者
の
方
が
、
公
共
の
施
設

や
ト
イ
レ
掃
除
、
中
学
校
の
図
書
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
、
小
物
作
り

な
ど
の
日
頃
の
活
動
を
、
ス
ラ
イ
ド
を
用

い
紹
介
し
、
会
場
か
ら
あ
た
た
か
い
声
援

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
大
野
ご
ざ
い
な
理
事
長
さ

ん
が
、『
一
年
を
振
り
返
っ
て
』
と
題
し
た

講
演
の
中
で
笑
庵
の
成
り
立
ち
と
、
設
立

前
や
現
在
の
苦
労
話
を
話
さ
れ
、
引
き
続

き
の
住
民
の
支
援
協
力
を
よ
び
か
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

笑
庵
一
周
年
記
念
大
会
開
催ま

た
、
松
江
市
在
住
の
〝
よ
し
と
と
ひ

う
た
〟
に
よ
る
、
参
加
者
と
一
体
と
な
っ

た
紙
芝
居
ラ
イ
ブ
で
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

今
後
も
古
海
地
区
の
皆
様
は
じ
め
、
村

民
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
一
度
、
笑
庵

に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

大野ございな理事長

参加者の声
『笑庵』の活動を理解す
ることができた。通所者
の方の発表を聴き、感激
した。協力できることは
応援したい。

井田さんからのコ
メント

発表した
メンバーさんの声
予想していたより、
沢山の人に来て頂
いて嬉しかった。

島の話題・美しい自然・と、記事にす
るものはないかなと、あちこちと出歩く
ようになりました。
“村の広報誌”に取り上げられてからは、
出郷者の方々にも知られるようになり、
帰省した時“ブログ見てるよ”“楽しみに
してるよ”と声かけていただき、私の大
きな喜びとなり、何よりの励みとなりま
した。
今回、島根県の“島根あいてぃ達者”
に選ばれ表彰されて本当に驚いています。
そのとき、一緒に表彰された私より、さ
らに高齢者の70歳80歳の方々が活躍され
ていて、私も、もう少し頑張れるじゃない
かな、という気持ちになりました。
変な、お・ば・さ・ん・があちこちと
出歩いています。
何処かで見かけたら「こげな所で何し
ちょっだ」と、声かけてくださいね。
よかったら“カフェ・まりあん”を覗いて
みてくださいね。

カフェ・まりあんHP

http://fish.miracle.ne.jp/marian/
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知夫村診療所　看護師

西
にし

 田
だ

 弘
ひろ

 子
こ

 さん

4 月 1 日より知夫村診療所で
勤めさせていただくことになり
ました西田と申します。

以前は松江の精神科で28年
勤務していました。

産んでくれた母がいて、育て
てくれた家族がいて、支えてくれた仲間がいるから今の私
があります。知夫村の皆さんに支えていただきながら、こ
れからの私を見つけたいです。診療所は初めてであり、加
えて島も初めてなので、不慣れなことも多く、ご迷惑をお
かけすること間違いないですが、よろしくお願いいたします。

郡保育所　保育士

西
にし

 村
むら

 清
きよ

 芳
か

 さん

4 月から、郡保育所で勤め
させていただくことになりま
した西村清芳です。

久しぶりの島での生活なの
で、まだまだ慣れないことも

多く、ご迷惑をおかけすることと思いますが、子ども
たちのために努力していきたいと思いますので、よろ
しくお願いします。

村内で見かけた時には、気軽に声をかけてください。

戸
籍
コ
ー
ナ
ー�

（
太
字
は
村
内
在
住
者
・
敬
称
略
）

平
成
23
年
12
月
1
日
〜
平
成
24
年
6
月
30
日
届
出
分

鹿
島　
　

健 

郡

三
澤　

仁
子 

埼
玉
県

向
濱　
　

龍

　

保
護
者　

向
濱　

博
久

お
す
こ
や
か
に

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

や
す
ら
か
に

心
か
ら
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

﨑　
ヨ
シ
子
（
��
）	

郡

秋
月　

元
枝
（
��
）	

大
江

渡
部　

千
代
（
��
）	

大
江

杉
本　

鐵
吉
（
��
）	

大
江

隠
木
イ
シ
子
（
��
）	

多
沢

小
新　

勝
久
（
��
）	

薄
毛

松
下
ツ
タ
子
（
��
）	

仁
夫

大
上
ト
キ
子
（
94
） 

古
海

仲
瀨　

義
臣
（
96
） 

薄
毛

奧
谷　

久
子
（
96
） 

来
居

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

金
一
封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

広
報
郵
送
料

上
原　

善
松
（
豊
中
市
）

城
谷　

寿
子
（
福
岡
市
）

辰
巳
会　

代
表

　

木
下　
　

孝
（
姫
路
市
）

山　
　

弥
一
（
北
九
州
市
）

前
川　
　

満
（
神
戸
市
）

山
本　

春
知
（
東
京
都
）

匿
名
希
望　

一
名

ふ
る
さ
と
知
夫
寄
附
金

（
二
十
三
年
度
分
）

吉
本　

満
広
（
北
九
州
市
）

井
田　
　

進
（
大
阪
府
）

宿　
　

信
義
（
尼
崎
市
）

菊
地　

純
一
（
東
大
阪
市
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

編

集

後

記

今
年
の
冬
も
積
雪
が
何
回
も
あ
り
、
近

年
で
は
寒
い
冬
で
し
た
。
お
ま
け
に
四
月
三

日
爆
弾
低
気
圧
に
よ
り
、
家
屋
、
漁
船
等

に
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
加
減
で
し
ょ

う
か
、
今
年
は
、
梅
、
枇
杷
等
、
春
に
実
を

つ
け
る
樹
木
が
全
く
不
作
で
あ
り
ま
し
た
。

梅
雨
に
入
り
、
雨
が
そ
ん
な
に
降
ら
な

か
っ
た
気
が
し
ま
す
。
今
年
も
各
地
で
集

中
豪
雨
の
ニ
ュ
ー
ス
を
テ
レ
ビ
で
よ
く
見
ま

し
た
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
が
早
く
普

段
の
生
活
に
戻
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
最
後
に
原
稿
を
寄
せ
ら
れ
た
皆
様
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
﨑
）

直
通
電
話
〇
八
五
一
四
─

八
─

九
〇
一
三

E
-m

ail:chisen@
chibu.jp

村民福祉課　保健師

橘
たちばな

 　 知
ち

 佳
か

 さん

村民福祉課で保健師として
赴任しました松江市出身の橘
知佳です。知夫村の皆様の人
情の温かさと美しい環境に惚
れ込み、 知夫村へやってまい

りました。私は人前に出ると完熟トマトのように真っ
赤になります。決して酔ってはいません!!

よく散歩をしています。身体を動かすことが大好き
なので、気軽に声をかけてください。

知夫村でしか味わえない楽しさをぜひ教えていただ
きたいです。どうぞよろしくお願いします!!

知夫村診療所

山
やま

 本
もと

 長
なが

 晴
はる

 先生

　私は、昭和27年に海士町
で生まれ、中学まで過ごし
ました。松江の高校を経て
名古屋の大学に入り、その
後34年間名古屋で内科医師

として働いてきました。この度前職を定年退職し、
知夫村診療所で働くことになりました。何卒よろし
くお願いします。まだまだ未熟者ですが、一生懸命
頑張りますのでお気軽に何でもお話し下さい。

新しい先生と役場職員の紹介
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4月21日（土）、2年ぶりに知夫里野大根祭り

が行われました。

最初は仁夫里浜公園において、6月に知夫村で

行われる隠岐郡畜産共進会に出場する牛を決め

る知夫村の予選が行われました。それから、場所

を知夫小中学校の体育館ピロティに移し、保育

所、小中学生、一般住民らによるステージ発表が

行われました。

また、屋台販売、餅撒き、豪華賞品が当たる抽

選会が行われ賑やかに春の1日を過ごしました。
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人口●603人（男：300人・女：303人）　世帯数●335世帯　��歳以上人口比率●46％村の人口（7月1日現在）

●期日：平成24年 6月8日㈮　午前9：00～
●会場：仁夫里浜公園特設会場
●出品

農協名
区　分

隠岐
隠岐どうぜん

合計
黒木 浦郷 知夫 海士

1　区 2 3 3 1 3 12
2　区 5 1 1 4 1 12
合　計 7 4 4 5 4 24

●表彰：グランドチャンピオン「つねひかり」号（井尻義教氏）
　上記「つねひかり」号は10月6日島根県畜産共進会へ出品
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る知夫村の予選が行われました。それから、場所

を知夫小中学校の体育館ピロティに移し、保育

所、小中学生、一般住民らによるステージ発表が

行われました。

また、屋台販売、餅撒き、豪華賞品が当たる抽

選会が行われ賑やかに春の1日を過ごしました。
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